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3.ゲ ーテの形態学や哲学は、19世 紀後半とくに20世紀に入 ってから、自然科学、文化科学、
哲学等の分野において、 しだいに注目されるようになり、それについての研究成果も公表
されるようにな った。著者は、まず序章において、これらの先行研究者一例えば自然科学
の分野では トロール、ヴォルフ、ボル トマ ン、グロス等、文化科学の分野ではッイーサル




か ら出発 したゲーテが、 しだいに自然科学的研究に移行 していく経緯が、主としてr詩 と
真実』、書簡、日記等の分析を通 して、克明にあとづけられる。そのさい、著者は、とくに、
































客観に達 しない」点で、 ドイッ観念論に対しては、その思弁的理性が 「豊かな生の現実を
把握 しえない」点で、またヤコービに対しては、「信仰」ではなく「直観」を強調する点で、
自己の学問的態度や真理概念が、これらの人びとの、ひいては伝統的な形而上学のそれと
は全 く異なることを自覚し、それらとの対決を意識 しっつ新 しい学の理念 として形態学を
構想するのである。
第五章においては、ゲーテの形態学の理念と方法および学的性格が、リンネの植物分類







れに対 して、自然に 「敬意を払いつつ」、 「全体的な」自然の前に 「全体的な」人間が立
っところに成立する、つまり両者の生きた関係を基礎として成立する学問を形態学として
提唱 したのであると論定 し、自然科学との対比において、形態学における 「形態」の意味
やその法則、根源現象等の概念内容を明確に限定する。そして、形態学における真理概念
の独自性が、その 「生産性」、 「可視性」、 「存在と生成の統一性」等にあることを証示
し、さらに、カッシーラー、 トロール、ポル トマン等の所説を援用 しつつ、形態学の学的性
格を、 「自然研究における存在と生成の綜合」、 「知る愛による自然解釈」、 「対象に畏
敬を払 う科学」等として特徴づける。
第六章においては、形而上学を拒否するゲーテの形態学そのものの形而上学的背景を解




観と客観の調和)に おいて可能であること、この直観(生 命的理性)の 限界にとどまるこ
とが、ゲーテには生存の 「形而上学的幸福」 として省察されていること、この生命的理性
が、主観 と客観の出会 う 「中問状態」において、 「生命の定式」に基く解釈学的判断を行
い、もろもろの矛盾 ・対立を綜合すること等が論定される。












的変遷の基本形式とされている 「円環運動」や 「螺旋運動」の内容分析や 「子ども的」、
















ルタイの 「詩学」や 「世界観の類型論」、 シュペングラーの 「文化形態学」、 シュタイナー
の 「人智学」、 リップスの 「自然科学の形態学」等を取 り上げ、これ らとゲーテとの関係
を詳細に論及 し、形態学という近代自然科学と対比される独自の学の理念が更めて注目さ
れていることを明かにする。



































研究に対 して多くを加えるとともに、将来の研究に対 して も確かな基盤となりうるものと認
められる。また著者が、ゲーテの認識論、歴史学、教育学等において試みた形態学的研究は、
文化科学のひとつの新 しい在 り方を提示するものであり、教育学にとって も、人間的生の根
源現象としての教育の現象学的解明に、独自の照明を与えるものといえる。
よって、本論文は、教育学博士の学位を授与するに充分な資格があると認定される。
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